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動植物等に感染するウイルスを同定・定量する事は、感染症の診断や治療・予防指針を決定するために必須である。しかし、

生体（体液中）、食品、飲料水、河川水などに存在するウイルスは極微量で、現在の技術では検出できない場合があり、昨今

のインフルエンザウイルスH1N1の蔓延で問題が明らかとなった。我々は、ウイルスの糖鎖結合性を利用し、糖鎖を固定した金

ナノ粒子（SGNP）を用いてウイルスを捕捉・濃縮すれば、極低濃度のウイルスの検出が可能となることを報告（特願2008

-156020、2008年度糖質学会）している。本研究では、まずシアル酸含有糖鎖を介して感染するインフルエンザウイルスに着目

し、酸性糖を固定化したSGNPによる濃縮と超高感度検出について検討した。予備的検討から、ヘパリンを選択し、それを固定

化したSGNPとインフルエンザウイルスを混合したのち、遠心分離してSGNPとウイルスの複合体を沈殿させた。沈殿を加熱して

ウイルス粒子からRNAを放出させ、逆転写反応を行った後リアルタイムPCRにかけた。SGNPを加えない場合に比べて6サイク

ル以上早くDNAが検出され、SGNPによってインフルエンザウイルスが濃縮された事が明らかとなった。また、人の唾を加えた

場合にも同様の濃縮が確認された。現在、リアルタイムPCRの高速化を検討し、超高感度迅速ウイルス検査法を確立してい

る。本発表では、さらにヘルペスウイルスの高感度分析、ならびにウイルスベクターの高効率濃縮についても報告する。
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